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下草刈りや落ち葉拾いなどの管理作業は山菜やキノコの生育を促し、薪を採るために適度に枝を落とした木か
らは樹液がしみ出し、それを目当てにカブトムシやクワガタムシが集まりました。また、江掘りをした土水路で
は、魚が豊富に捕れました。このように、管理作業と自然の恵みは表裏一体の関係でした。

水田、小川、ため池などの水辺は、人の手をかけないで放っておくと、草や木が生い茂るなどの環境変化によ
り、生き物はすみかを追われてしまいます。また、雑木林も放置すればやがて林の中に下草が茂り、明るい林を
好むギフチョウやカタクリなどが姿を消していきます。里地里山の生態系は、人との関わりの中で維持されてき
たのです。
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